
演奏参加者

運営委員会

笛吹音楽祭第3回 

主催：笛吹音楽祭運営委員会　　共催：（財）いさわ文化・スポーツ振興財団

後援：山梨県／山梨県教育委員会／笛吹市／笛吹市教育委員会

11/23（月・祝）14:00開演（１3:３０開場）【ホール】

Fuefuki Music Festival 2009

アンサンブル コンサート

オーケストラ コンサート

11/21（土）17:00

11/22（日）12:00・17:00

11/23（月・祝）13:00【エントランス】

ロビー コンサート

指揮
藤原 義章

コンサートミストレス
蜷川 いづみ

ヴァイオリン
青木 未央 クリスティーナ
安見 美代子
板倉 歩未
板倉 良広
内田 知彦
大津 成子
小形 計治
小野 和隆
菊井 千恵子
草野 まみ
小谷 薫
小林 瑠美
佐藤 茜
佐藤 幸子
鈴木 美代子
中津川 友子
福田 牧子
前畠 良康
三宅 洋子
武藤 希実
山田 和夫

山田 百合子
山本 顕一

ヴィオラ
石川 八谷
大橋 光男
小木曽 典孝
小林 晃子
南 彩子

チェロ
石田 香
神成 久敏
竹内 貴博
谷口 節夫
内藤 和子
野呂 研次
芳賀 須磨子
林 ゆかり
平田 真弓
持田 澄子

コントラバス
井上 陽
駒井 朗

フルート
青森 名菜
小形 由実子
坪内 裕子
長島 杏那

オーボエ
今西 香菜子
高田 伸枝
中村 京子
平野 智久

ファゴット
伊藤 有香里
谷口 愛
中村 登樹康

クラリネット
澤田 克也
武田 勝正
舟茂 万里子
横山 雄二郎

トランペット
尾形 一成
駒澤 敏
生田目 和之
森山 秀一

ホルン
岩尾 慎介
栃原 みわ
中村 ようこ

ティンパニ
内田 則彦

打楽器
内田 美沙子

ピアノ
奥山 初枝

プロフィール

藤原 義章：指揮
東京都交響楽団創立団員。元新日本フィル交響楽団首席ヴィオラ奏者。田沢湖音楽祭・
北甲斐音楽祭音楽監督、増穂町文化会館音楽監督、韮崎市文化ホール館長歴任。山
梨大学、インターナショナル・コンセルバトワ－ル各講師。著書に「リズムはゆらぐ」（白
水社）、「音楽の生涯教育」（玉川学園大学）、「美しい演奏の科学」（春秋社）など。

蜷川 いづみ：ヴァイオリン、コンサートミストレス
桐朋学園女子高校を経て桐朋学園大学卒業。同研究科修了。エコール・ノルマル音楽院（パリ）
で高等演奏家資格を満場一致の首席で取得（審査委員賞）。新日本フィル団員を経て東京ユ
ニバーサルフィル管弦楽団コンサートミストレスを務める。現在、ソロ及び室内楽を中心に国
内外において活躍。ソロアルバム「泉のほとり」は「レコード芸術」で絶賛される。モーツァルト
アンサンブルオーケストラのゲスト・コンサートミストレス。ユーオーディア・アカデミー講師。

佐藤 茜：ヴァイオリン
ドイツにて6歳よりヴァイオリンを始める。帰国後、斉藤久美、中山朋子に師事。桐朋学園
大学を経て、英国王立音楽院に奨学金を得て留学し、ニコラス・ミラー、ダイアナ・カミン
グスに師事。音楽院内で多数受賞。現在、「カルテット・カノーロ」「アンサンブル・ロカ」、
独奏、オーケストラなどで活躍中。

谷口 節夫：チェロ
東京芸術大学卒業。清水勝雄、堀江 泰、レーヌ・フラショ、青木十良に師事。NHK・
FM「午後のリサイタル」に、チェロ・アンサンブル、フルート・トリオで出演。現在、フリー
ランサーとして室内楽、オーケストラ、弦楽四重奏団「カメラータ・フロイデ」等で活躍中。
恵泉女学園非常勤講師。

井上 陽：コントラバス
国立音楽大学卒業。コントラバスを西澤誠治、永島義男、池松 宏の各氏に師事。国立
音楽大学オーケストラ演奏員を務め、オーケストラ、室内楽、吹奏楽，古楽器、レコーディ
ングなど多方面で活躍中。

駒井 朗：コントラバス
国立音楽大学卒業。コントラバスを池松宏、村松裕子、溝入敬三の各氏に師事。
ゲイリー・カーのサマーキャンプ（カナダ）に参加。ダンカン・マクティアのマスターコー
ス（スイス）を受講。現在国立音楽大学嘱託演奏員、洗足学園ニューフィルハーモニック
団員、相模原音楽家連盟会員。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今西 香菜子：オーボエ
13歳よりオーボエを始め、畑中正子、本間正史、柴山洋に師事。またバロックオーボエ
を本間正史に師事。若尾圭介、リチャード・ウッドハムス、ジョナサン・ケリー等のマス
タークラスを受講。桐朋学園大学及び同大学研究科修了。現在フリー奏者。

谷口 愛：ファゴット
千葉県出身。東京ミュージック&メディアアーツ尚美卒業後、コンセルヴァトアール尚美
ディプロマを修了。同校オーケストラとコンチェルトを競演。2004年ドイツ音楽コンクー
ルにおいて奨励賞受賞。受賞者演奏会に出演。2006年より3年間American wind 
shympohy Orchestraのメンバーとして夏に行われるアメリカツアーに参加。現在東
京ミュージック&メディアアーツ尚美演奏助手。

奥山 初枝：ピアノ
桐朋学園芸術短期大学・研究科修了。ピアノを新井 精、林 秀光に師事。和声学を師
事した山田 泉の作品演奏により、平成９年山梨県芸術祭最高位・水上財団賞受賞。邦
人作品演奏研究会、放送等に出演。多方面でソリスト・合唱団体と共演を重ね、CD制
作等に参加している。桐朋学園女子部講師。日本キリスト教団阿佐ヶ谷教会オルガニ
スト。

協　賛

11/21（土）14:00開演（１3:30開場）【ホール】

運営委員長 窪田 礼子

運営副委員長 鈴木 美代子

運営委員 板倉 良広 ／ 大沢 静子 ／ 大橋 光男 ／ 岡村 孝子 ／ 橘田 敏明 ／ 杉浦 徹 ／ 鈴木 直子 ／ 設和 幹 ／ 小林 瑠美　

 土屋 雄一 ／ 内藤 和子 ／ 中川 奈美 ／ 中津川 友子 ／ 深田 恵美子 ／ 松上 一平 ／ 宮田 洋美 ／ 山下 繁

団 体 あばれはっちゃく ／石和園芸 ／ 泉会合唱グループ ／ うつわ 茶・鈴木 ／ 株式会社エスワイ精機 ／ 株式会社大沢商店
 ＯＢＡＲＡ株式会社 ／ 株式会社沢田屋薬局 ／ 株式会社ジインズ ／ スローライフ ／ 有限会社田中楽器 ／ 東京海上日動代理店  小島 勝一  
 鶴山寿司 ／ 山梨県民信用組合　御坂支店 ／ 山梨信用金庫　石和支店・石和南支店・御坂支店

個 人 栗田 一恵 ／ 弦間 幸恵 ／ 長坂 光子 ／ 深田 真樹 ／ 村松 静 ／ 望月 健二

（５０音順・敬称略）

オーケストラ 合　唱 邦　楽

秋山 和夫
岡村 孝子
小沢 節子
風間 一仁
神平 富士子
川田 千恵子
菅野 直子
桐原 昭雄
栗田 桃代
小池 美智代
小林 明美
桜井 彪
佐藤 久美
杉山 正巳
滝上 眞由美
滝本 はる美
土屋 映子
土屋 俊久
中村 まり子
野沢 節子
野呂瀬 稲子
萩原 宏
古屋 二六
宮田 米子
森田 敏之
山本 恵美
横井 ゆき
渡辺 ミチ子

琴
窪田 礼子
深澤 けさ美
小川 春子
奥田 伊予子
須田 旦美
窪田 さやか
三枝 陽子
鈴木 ゆか

十七絃
古屋 洋子
広瀬 眞弓

三絃
田中 かほる
今井 礼子
広瀬 寿美　

胡弓
宇佐美 延子

尺八
岩間 亘

打物
前田 タクヤ

歌
輿水 清枝
佐々木 弓子
馬場 由美
宮田 洋美
吉岡 弘子

進行役
大山 慶宮

合唱指導
宮田 洋美

ソプラノ
安藤 ゆき江
今井 美代
小尾 和子
神成 たか子
草薙 礼子
後藤 はるみ
高山 歌織
手嶌 綾
手塚 房江
林田 明子
古屋 南
眞武 美智子
宮田 妙
山本 真美
渡辺 文江

アルト
宇佐美 まゆみ
亀田 菜摘
菅家 則子
窪田 礼子
佐藤 春美
進士 洋子
髙橋 聰子

田中 正美
野沢 真弓
藤井 圭子
古屋 艶子
村松 弘子
諸橋 郁子
吉川 和子

テノール
雨宮 正彦
大場 栄治
後藤 朝之
土屋 洋
槇 俊英
宮田 明
山下 喜芳

バス
志村 一夫
西　功
山田 哲也

笛

2009年11月21日（土）～ 23日（月・祝）
笛吹市 スコレーセンター



ごあいさつ
　ようこそ、「第３回笛吹音楽祭」にお越しくださいました。
　笛吹市は、古代から中世にかけて政治・文化の中心地として栄えた「甲斐国千年の都」を誇る歴史のまちであ
ります。昨年、新たなまちづくりの指針として第一次総合計画「ふえふき協奏曲第１番」を策定し、「みんなで奏
でる“にぎわい・やすらぎ・きらめき”のハーモニー♪」を掲げ、市民や事業者、団体などの皆さまの参画と協働に
よる「まちづくり」を進めております。こうした中、音楽を愛する市民の皆さまが中心となり、行政や各種団体、そ
して企業やボランティアの皆さまのご協力をいただいて開催する手作りの音楽祭がいよいよ開幕いたします。
　当音楽祭の開催主旨に強く賛同してくださいました多くの企業様からご援助を賜りましたことに、この場をお
借りして厚くお礼申しあげます。
　開催初日である２１日、オープニングの「アンサンブル・コンサート」は琴、尺八等邦楽器が中心となっての演
奏です。最終２３日は「オーケストラ・コンサート」が催され、西洋楽器中心に過去２回の音楽祭にはなかった

合唱を加えて演奏されます。
　「音楽にプロとアマチュアの違いはない」「演奏の参加資格は一切問わない」の基本姿勢に加えて、なかなか難しい西洋楽器と邦楽器を
一体に楽しめる音楽祭とすることを試みました。
　新たな展開による出会いや発見の可能性、ひとつのイベントを創りあげる達成感や充実感がより深まるコンサートになるよう企画いた
しました。ぜひ、聴衆の皆さまにはたくさんのご意見をお伺いしたいと思っております。
　演奏参加者は回を重ねるごとに増え、それに同じく観客動員数も増え、多くの皆さまにお楽しみいただいております。音楽を通して人と
人のつながりがもっと大きな市全体へ、さらに県全体へ友愛の輪へと広がっていくことを願っております。
　当音楽祭の楽しみ方は皆さま次第です。いろいろな楽しみを発見なさることを願ってやみません。

笛吹市長／ (財)いさわ文化・スポーツ振興財団理事長　荻野 正直

設和 幹（せちわ みき）

山梨県芸術祭賞、造形展、安井賞などで最優秀賞を受賞（1971～ 1974）。滞欧（1977 ～ 1980）。パリを中心にヨーロッパ各地の展覧会に出
品（1971～1987）。ニューヨークArt in Soho、ルーブル美術館、イタリア・アートフェスタに招待出品（1998～2007）。日本美術家連盟会員、
山梨芸術家協会理事、山人会理事、山梨日仏協会理事、人物画研究会主宰。

Ensemble
Concert

アンサンブル・コンサート

ベートーヴェン：序曲「エグモント」

J.S.バッハ：コラール「主よ 人の望みの喜びよ」 （合唱曲）

モーツァルト：「アヴェ・ヴェルム・コルプス」 （合唱曲）

ベートーヴェン：「自然における神の栄光」（合唱曲）

ベートーヴェン：ロマンス ヘ長調 （独奏ヴァイオリン：蜷川いづみ）

ベートーヴェン：交響曲 第7番 

「春の海」　昭和4年12月作曲　作曲者　宮城道雄

昭和五年の勅題「海辺の巌」にちなんで前年の12月に作曲された。かつて、春の瀬戸内海を舟で通った時の印章にヒントを得て作ったという。

第一部　ゆるやかな波の感じで始まり舟ばたに当たる小波の音、かもめの鳴き声やその飛び交うさまなどが織り込まれている。

第二部　テンポを速めて勇ましい櫓拍子の漁船の行き交うさまを描写したと思われる。

第三部　ふたたたびゆるやかな波を感じ、のどかな春の気分に帰る。

   

「北海民謡調」　昭和29年7月作曲　作曲者　宮城道雄

北海道各地に演奏旅行した時に作られた。北海道の郷土色に生育した二つの民謡「そうらん節」「松前追分」を主題としている。（琴・十七絃は波の表現）

「春の賦」　昭和28年作曲　作曲者　宮城道雄　　作詞者　葛原しげる

宮城道雄晩年期の大合唱曲

歌詞は季節としての「春」をたたえた内容だが、作詞者の意図では、そこに人生の「春」をも託してあるという。

春の海 宮城道雄

からたちの花 山田耕筰

荒城の月 滝廉太郎―山田耕筰

北海民謡調 宮城道雄

春の賦 宮城道雄

Orchestra
Concert

オーケストラ・コンサート 11/23（月・祝）　14：00

Lobby
Concert

ロビー・コンサート

Gallery
絵画展示 音楽祭期間中常時展示

ベートーヴェン：序曲　「エグモント」Op.84
ゲーテ(1749－1833)の悲劇「エグモント」のウィーン上演に際して、その音楽
を依嘱されて作曲。ベートーヴェンは序曲を含め10曲の劇音楽を書きました。
エグモントは実在したオランダの英雄で、祖国をスペインの圧制から救おうと
して捕らえられ死刑にされました。ゲーテの戯曲では、恋人のクレールヒェン
が必死に救出しようとするが失敗し服毒自殺。断頭台へ向かうエグモントの
前に、クレールヒェンの幻影が現れ鼓舞、エグモントは力強く刑場に向かう、
というストーリー。敬愛する大詩人の作品への付曲だけあってベートーヴェン
の意気込みが伝わる傑作です。悲劇の始まりを表す序奏に続いて悲壮なアレ
グロの主部、輝かしい最期のアレグロ コン ブリオ、とテンポの変化の表現が
非常に難しい音楽で指揮者コンクールの課題曲にしばしば使われるそうです。

J.S.バッハ：コラール「主よ、人の望みの喜びよ」
カンタータ第147番から

バッハは、若い頃から教会の毎週の礼拝のために教会カンタータなどの声楽
作品を作曲し、そして演奏するという仕事をしていました。『主よ、人の望みの
喜びよ』が含まれる『カンタータ第147番《心と口と行いと生活で》』は、1723
年7月2日の礼拝のために書かれています。初演された礼拝の日は、処女懐胎
を知らされたマリアが親戚のエリサベトを訪ねたことを記念する〈マリア訪問
の日〉といわれる喜ばしい雰囲気に満ちた祝日なのです。器楽による出だしの
三連音の8分の９拍子のテーマと、それに遅れて出てくる声楽による4分の3
拍子のコラールテーマが組み合わさった不思議な立体感は大変魅力的です。
マイラ・ヘスによるピアノ編曲で一般に有名になり、ポピュラー音楽にも編曲
されています。　
主よ、人の望みの喜びよ（歌詞原語はドイツ語“Jesu bleibet meine Freude”）

主よ、人の望みの喜びよ。 わが心を慰め潤す生命の君
主はもろもろの禍を防ぎ 我が命の力、
我が目の喜びたる太陽、 我が魂の宝、また嬉しき宿りとなり給う。
故にわれは主を離さじ、 この心と眼を注ぎまつりて。

モーツァルト：モテット『アヴェ　ヴェルム　コルプス
“ave verum corpus”「まことのお体よ」』 K.618

バーデンの合唱指揮者アントン・シュトル（Anton Stoll ,1748-1805 ）の求
めに応じて聖体祭のミサのために1791年6月半ばに書かれました。療養中の
コンスタンツェの世話を親身にみたシュトルへの感謝を込めたとされる作品で
す。1791年といえばモーツァルトの没年。約半年後の12月5日午前0時55
分にはモーツァルトはこの世を去ってしまうのです。音楽は非常に簡潔で、合
唱は一部を除いて全パートが同じ歌詞を同時に歌うようになっていて、ミサ曲
等の宗教曲にて通常使われる峻厳なポリフォニーを感じさせません。彼はこ
の曲をウィーン郊外のバーデンにある教会の合唱団指揮者をしていた友人に
捧げるため単純な形にしたともいわれています。たった４６小節、3分半の“ア
ヴェ ヴェルム コルプス”、濃密かつ透明、単純かつ微妙、深みと高さ、こうい
う音楽の前には、つくづく言葉は無力だと思われます。まさにモーツァルト最
晩年（といっても35歳）の珠玉の名品というべきです。　
アヴェ ヴェルム コルプス“ave verum corpus”（歌詞はラテン語：和訳「まことのお体よ」）

Ave verum corpus natum de Maria virgine,
いつも愛しい真の御身は、処女マリア様からお生まれになりました。

Vere passum immolatum in cruce pro homine;
全ての人の身代わりとして十字架に付けられ苦しみを受けられました。

Cujus latus perforatum unda fluxit et sanguine,
その身を突き刺され血が滴りながれそして血に染まりました。

Esto nobis praegustatum in mortis examine.
死ぬことの重みを私たちに身をもってお示しになりました。  

ベートーヴェン：合唱曲「自然における神の栄光」　Op48の４
この作品はドイツの詩人ゲレルトによる６つの歌という歌曲集の第4曲にあた
り、とりわけ感動的なこの曲が合唱曲やオーケストラ伴奏の歌曲に編曲された
りして特に有名になりました。この歌曲集が作曲された1801年から1802年
にかけてはベートーヴェンにとって苦しい試練の時でした。1801年６月に彼
は初めて自分の難聴を友人で医師のヴェーゲラーに手紙で訴えています。耳
の異常はすでにその２年前から自覚されていた、人に打ち明けざるを得ないほ
ど難聴が進んでいたこの時期に、信仰告白のような詩を６編まとめて選んだこ
とはその病状と無関係ではないでしょう。「自然における神の栄光“Die 
Ehre Gottes aus der Natur”」の歌詞（原語はドイツ語）は以下のとおり極
めて感動的なものです。

天は永遠の栄光を讃え　その響きは御名をあまねく伝える
主を大地は讃え、主を海は讃える　聴くがよい、おお人間よ、彼らの神聖な言葉を！
誰が天の数え切れぬ星を支えておられるのか？　誰が太陽をその天幕より導き出されるのか？
太陽はのぼり輝き　遠くより我らに笑いかける　そしてその道を進んでゆく　英雄のように

ベートーヴェン：ロマンス　ヘ長調 　Op.50
ピアノの名手としてウィーンの楽壇に名をはせたことに比べて、ベートーヴェン
とヴァイオリンの関係はあまり知られていませんが、彼は少年時代にオーケス
トラでヴァイオリンを弾いていたことがあり、また弟子のリースにピアノを弾か
せて自分はヴァイオリンを演奏し、よく楽しんでいたそうです。したがってその
技法に習熟し、この楽器に対する知識と関心はかなり深かったと考えられま
す。ベートーヴェンはヴァイオリンとオーケストラのための「ロマンス」という曲
を2曲（ト長調　op.40、ヘ長調　op.50）作曲しています。第7交響曲がベー
トーヴェンの最も豪壮華麗な音楽とすれば、このヘ調のロマンスはあらゆる
ベートーヴェンの音楽の中で最も甘美な旋律に充ちた音楽でしょう。　

ベートーヴェン：交響曲第７番　イ長調　Op.92
ベートーヴェンはご承知のように交響曲を9曲作曲しましたが、この交響曲第7
番は第８番とほとんど同じ時期に作曲されています。そして1813年の末、
ウィーン会議の行われていた時に初演されると、ベートーヴェンの名はウィー
ンの栄光と絶賛され、第2楽章（不滅のアレグレット）は熱狂的な歓呼に応え
てアンコールされました。ベートーヴェンはこのとき、生涯の名声の頂点に立っ
ていたのです。ウィーンに集まった列国の外交官、名士達は第7交響曲にあら
われている異常なまでのベートーヴェンの力に圧倒され、深い感銘を受けまし
た。この公開初演は1813年12月8日ウィーン大学の講堂での「戦争傷病兵
のためのチャリティーコンサート」、そのときの指揮者は、もう全く耳の聞こえ
なくなったベートーヴェン自身でしたが、オーケストラには音楽会の趣旨に賛
同した有名音楽家が多数楽員に加わっていました。ヴァイオリンで参加した
シュポーアの自伝によると、「ベートーヴェンの指揮は、耳が聞こえないため、
音楽の進行としばしば食い違っていた。それにもかかわらず演奏は見事なも
のとなった。ベートーヴェンは弱奏のときは指揮台にかがんで小さくなり、強
奏のときは高く飛び上がるほどだった。」ということです。確かに、そうした光
景を呼び起こすほど、この交響曲は熱狂的であり、この音楽会は大成功をお
さめました。後になってワーグナーは、この曲を「舞踏の賛歌」と評したのは真
に深く本質をついた表現だといえましょう。第7交響曲ではリズムの要素が音
楽全体の本質的な要素となり、曲の全ての楽章を通じて徹底的に展開され爆
発的な曲想を形作っているのです。とにかく調子がよいので、「のだめかんたー
びれ」なるTV番組で流されたことで皆様よくご存知でしょう。

大橋光男

指揮：藤原義章　　管弦楽：笛吹音楽祭オーケストラ　　合唱：笛吹音楽祭合唱団　　

～ 休　憩     ～

11/21（土）17:00　11/22（日）12:00・17:00　11/23（月・祝）13:00

参加者の自由な発表の場

演奏：笛吹音楽祭邦楽合奏団　　チェロ：谷口 節夫　　ピアノ：奥山 初枝

11/23（月・祝）13:00・・・笛演奏

オカリナ：「土笛の会」アプリーレ／ソノーレ
リコーダー：「TOYBOX」
フルート：フルートアンサンブル「楽 La」

設和　幹

11/21（土）　14：00
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